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３． 研究方法 
（１）町名区分の調査方法 
町名区分は，現在から時代を遡るように各年代の地図を
現在の地形図（基盤地図情報 2,500）と重ね合わせること
で決定する．各年代は，主な町名区分の変更が生じた年代
で区切り，３期間とする（表１）． 
 
表１ 主な町名区分の変遷 
 
 
各年代の地図は，旧版の地形図と帝都復興区画整理の図
面を収集し，他に逓信地図や各種の案内図等を町名区分の
確認をするための参考図として用いる．また，各年代の期
間内における区分変更の施行日・新名称については，特別
区町名総覧を参照する． 
調査範囲は，千代田区・中央区全域とする．千代田区と
中央区は，神田，日本橋，京橋，銀座といったかつての町
人地や，番町や麹町などの武家地があり，さらに復興区画
整理により，町名区分が大きく，変更された地域である． 
（２）町名区分データ作成に使用する地図類 
現在から住居表示実施直後までの町名区分は，基盤地図
情報 2500 の「行政区画の境界線」データを用いて，現在
の町丁目データを作成する． 
住居表示実施前から震災復興区画整理実施直後までの
町名区分は，現在の町丁目データと東京 3000 分の 1 地形
図の町村界・大字界・小字界をデータ化する．  
関東大震災から明治初期までの町名区分は，帝都復興整
理誌の換地位置決定図と換地後の道路縁を一致させ，さら
に区割整理現形図から町界線をデータ化する 
（３）地形データの作成方法 
東京全図（1887「明治 20」年）の原図をスキャナーによ
ってラスタデータ化する．さらに ArcGIS を使用し，ラス
タデータを江戸復元図と重ね合わせ幾何補正したのちに
等高線のラインデータを作成する． 
スキャナーについては，解像度を 400dpi とする．幾何
補正については，原図から明確に識別できる道路縁の頂点
を地上基準点として，8 点以上選定する．変換式は一次多
項式（アフィン変換）とする．さらに等高線のデータから，
ドローネ三角網（TIN）を作成し，さらに TIN による三角
形の平面から線形近似により 2ｍメッシュのデジタル標高
モデル（2mDEM）を作成する． 
（４）連続断面表現の作成方法 
地形を表現する方法には，陰影図，段彩図やそれらを組
み合わせた陰影段彩図などがある．特に微地形には，傾斜
方位と傾斜角を利用した表現方法が有効である． 
連続断面表現（図１）は，断面線の基本軸（x 軸，y 軸）
を設定し，各方向に等間隔に断面線を設ける．間隔は，任
意に設定できるが，今回は 2ｍ間隔とする． 
そして，シェープ（連続断面線）の内挿は，連続断面線
のラインデータに標高データから Z 値を与える作業であ
る．入力する標高データ（ラスタデータ）は，2mDEM を
用いる．内挿法は，共一次内挿法を用いている．共一次内
挿は，2ｍメッシュのセルから加重平均をもちいて，断面
線に Z 値を付与する．付与する間隔（サンプリング距離）
は，2m とする． 
内挿された断面線は，いくつもの頂点（ノード）がある
ラインとなる．そこで，各ノードでラインを分割し，イン
ターセクトにより，町名データの属性情報を各々に付与す
る．さらに，断面線を傾斜の変化する点で区切り，その斜
距離と水平距離から，sin 値（傾斜値）を算出する．さら
に傾斜値によって，断面線の太さを変化させる（傾斜値の
絶対値が大きいほど，断面線が太くなる）．ただし，sin
値の符号（＋・—）によって異なる色（赤色・緑色）を使
用する（図２）． 
また，分析するにあたり，断面線は，横断方向（図３）
と縦断方向（図４）に作成し，２方向における傾斜値の変
化を算出する． 
 
 
図１ 連続断面の作成手順 
 
 
図２ Sin 値（傾斜値）と断面線の関係 
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図３ 横断面方向の連続断面表現 
 
図４ 縦断面方向の連続断面表現 
 
４． 町名区分の調査結果 
（１）明治初期から関東大震災までの町名区分 
明治維新後，江戸は東京府に改編される．東京府史（東
京府 1935）によると，1869（明治 2）年に，名主制を廃止
し，朱引内において，町人 1万人を基準として，50区（東
京 1 番組から東京 50 番組）に分け，市中の切地代地や小
さな町，狭い門前町屋などは合併整理されている．その後，
1878（明治 11 年）に郡区町村編制法が制定され，東京十
五区（調査範囲においては，麹町区，神田区，日本橋区お
よび京橋区）が誕生する（尚，1889「明治 22」年に市制町
村制が施行され，東京府は東京市となる．）． 
（２）復興区画整理後から住居表示実施前の町名区分 
1923（大正 12）年に発生した関東大震災では，下町低地
の大部分が壊滅的な被害を受け，その翌年に「東京市土地
区画整理施行区域」が発表される．この区画整理は 65 の
対象地区を設定し，町割の方式を従来の路線式から変更し，
原則はいくつかの街区を集約することによって区分する
結合式とした．これにより，町名区分は大きく改変された．
例えば，日本橋・京橋地区では，街区を均一に分割するよ
うに町名区分が変更されている（図６）．神田地区では，
小さい区分の町名を統合し，須田町，駿河台，小川町や神
保町といった町名区分が拡大した．さらに，鉄道路線（中
央線）を区切りとして，町名を分割していることも特徴で
ある．麹町地区では，山元町を廃止し，麹町の町名区分が
拡大している． 
また，この後，1932（昭和 7）年には，東京市周辺の 5
郡 82 町村が東京市に合併され，東京三十五区となる．そ
して，1932（昭和 7）年から 1943（昭和 18）の間に町名区
分が改変された地区がある．ただし，今回の調査では，区
画整理に伴う町名区分の変更と東京三十五区の時代にお
ける町名区分の変更を区別していない．（尚，戦後の 1947
（昭和 22）年には，区が再編され，麹町区，神田区は千代
田区となり，日本橋区，京橋区は，中央区となる．） 
（３）住居表示実施直後から現在までの町名区分 
住居表示に関する法律の施行により，さらに町名区分は
集約された（図７）．例えば，銀座地区や神田地区では，
町名区分が集約され，銀座，外神田，内神田，東神田，西
神田といった町名の区域が拡大された．一方で，飯田橋一
丁目，二丁目は目白通りにより分割され，九段一丁目から
四丁目は靖国通りに分割され，帝都復興前の町名区分の境
界線が復活した地域も存在する． 
 以上の結果，千代田区・中央区における町名数は，明治
初期から住居表示後までに，半数以上も減少した（図５） 
 
 
図５ 町丁目数の変遷 
 
 
図６ 区画整理前後の町名区分（日本橋・京橋地区） 
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図７ 住居表示前後の町名区分（日本橋・京橋地区） 
 
５． 地形データの作成結果 
（１）微地形データの作成結果 
等高線のラインデータ（図８）については，調査範囲に
おいて，全 756本のラインを作成した．ただし，皇居（内
濠も含む），外濠や各所の掘割など水部に関しては地図に
等高線の記載がないため，欠損している．また，滑らかな
等高線になるよう調整するために，ラインの頂点（ノード）
の間隔は，最大距離を 1ｍとして，スムージングを行った．
その結果，ノード数は，81,614となった．さらにこれらの
ノードの高さ（Z値）を考慮した三角網を作成し，三角形
の数は，163,198となった．これを用いて，2mDEMを作成
した．さらに，地形の凹凸が直観的に把握しやすい立体地
形モデルを作成した． 
 
 
図８ 明治初期の微地形（等高線データ） 
６． 連続断面表現による地形構造の分析 
（１）対象地区 
対象地区は，軸線となる街道のある区域（日本橋地区，
銀座地区，室町地区，麹町地区）と，はっきりとした軸線
は見られないが，町名区分が一方向にまとまる区域（神田
地区，番町地区，飯田橋地区，小川町地区，東日本橋地区．
八丁堀地区，霞ケ関地区，駿河台地区）の１２地区を対象
にした（図９）． 
 
 
図９ 連続断面の作成範囲  
 
（２）傾斜値の分析結果 
日本橋地区では，かつての江戸前島を地形改変している．
高低差は，2ｍ程であり，北側と南側に其々，頂上がある
（図１０）．その地形構造は，現在の中央通りにあたる軸
線が尾根を通る．さらに中央の尾根筋を軸線に，東西に傾
斜が分割されている（図１１，図１２）．軸線（表通り）
の東側は，中央から掘割に向かうにしたがって，傾斜が大
きい．特に横断面 No.488では，最大で傾斜角が 0.5度（sin
値：-0.01）となる．また，「呉服町」「通二丁目」「平
松町」「佐内町」では，町の境界と傾斜値の変化が一致し
ている（図１３）．軸線の西側は，東側ほど，顕著ではな
いが，外濠に向かうにつれて，傾斜値が大きい．最大傾斜
角は，0.5度程度である． 
 
 
図１０ 日本橋・京橋地区の標高 
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図１１ 江戸復元図と立体地形 
 
南北方向では，東西方向よりも比較的，緩やかな傾斜で
ある．軸線よりも東側の町では，谷筋と尾根筋がはっきり
とみられる（図１４）．さらに南北断面 No.62では，裏通
りがいくつかの尾根筋と谷筋を横断していることが分か
る．南鍛冶町，桶町，檜物町，呉服町では，町の内部に谷
筋もしくは尾根筋があり，南大工町と桶町の境界は谷筋と
なっている（図１５）．軸線よりも西側の町は，はっきり
とした谷筋，尾根筋はみられないが，南鞘町の周辺部は北
斜面，新右衛門町は南斜面であり，中央（中橋和泉町付近）
方向に傾斜していることが分かる． 
 
 
図１２ 横（東西）方向の傾斜値（日本橋地区） 
 
図１３ 東西断面 No.488と明治初期の町名区分 
 
 
図１４ 縦（南北）方向の傾斜値（日本橋地区） 
 
 
図１５ 南北断面 No.62と明治初期の町名区分 
東日本橋地区（図１６）は，江戸通り（鉄砲町，小伝馬
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町一丁目から同三丁目，馬喰町一丁目から同三丁目）と人
形町通り（住吉町，新和泉町，長谷川町，田所町，通旅籠
町）が尾根筋をとおる．また，浜町周辺と小伝馬町周辺の
標高差は，約 3ｍである． 
東西断面（図１７）では，芳町，堺町，岩代町，新乗物
町，堀留町三丁目，同二丁目，大伝馬町二丁目は西傾斜が
多く，新和泉町，長谷川町，田所町，通旅籠町は東傾斜が
多い，つまり，町名区分の境界線が尾根筋を通る． 
さらに浪花町，高砂町，富沢町，元浜町，通油町，小伝
馬町三丁目，亀井町は東傾斜が多く，橘町一丁目，通塩町，
馬喰町一丁目，橋本町一丁目は西傾斜が多い．つまり，町
名区分の境界線が谷筋を通る．また反対に，村松町，橘町
三丁目，橘町四丁目，横山町一丁目は東傾斜が多い．つま
り，こちらは町名区分の境界線が谷筋を通る． 
また，若松町，横山町一丁目は東傾斜が多く，薬研堀町，
横山町二丁目は，西傾斜が多い．つまり，町名区分の境界
線が尾根筋を通る．このように，並列している町の境界は，
尾根筋と谷筋に一致することが解る． 
 
 
図１６ 東日本橋地区の立体地形モデル 
 
 
図１７ 横（東西）方向の傾斜値（東日本橋地区） 
（３）町名区分の変化の分析 
さらに，日本橋地区における町名区分の変遷と地形構造
の整合性を検証する．前述のとおり，日本橋地区における
町名区分は，帝都復興区画整理時に道路方式から街区方式
に変更されている．これにより，小さな尾根筋や谷筋と一
致していた細かな境界線は消滅する（図１８）． 
南北方向の断面 No.62（図１９）では，町名数は１４町
から６町に集約され，町名は「八重洲」に統一される．尚，
区画整理以前は，現在の丸の内周辺における町名が八重洲
であった．また，それぞれの町の境界線は，谷筋・尾根筋
を基準に選定されたわけではなく，地区を均等に分割する
ように境界線が設けられているように考えられる． 
 
 
図１８ 区画整理後の町名区分と南北方向の傾斜値 
 
 
図１９ 南北断面 No.62と区画整理後の町名区分 
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 住居表示の実施後（図２０）は，更に町名区分が集約さ
れ，八重洲一丁目から同六丁目は，八重洲一丁目，同二丁
目の２つの町となる．また，江戸橋一丁目から同三丁目，
宝町一丁目から同三丁目は廃止され，日本橋一丁目から同
三丁目および京橋一丁目から同三丁目が拡大している． 
 南北方向の断面 No.62（図２１）では，中央部に二つの
町の境界線が位置している．ただし，境界線の位置は，谷
筋や尾根筋と一致しない． 
 このように，町名区分は，帝都復興区画整理後から現在
に至るまでに，小さな尾根筋・谷筋と一致していた境界線
が消滅し，地区を均等に分割するように再配置されてきた
といえる． 
 
 
図２０ 住居表示実施後の町名区分と南北方向の傾斜値 
 
 
南北断面 No.62と住居表示実施後の町名区分 
 
７． 結論 
（１）本研究の結論 
これまでの各地区の整合性の検証を踏まえて，下記の知
見が得られた． 
・千代田区，中央区における町名区分は，明治以降，現在
に至るまでに，廃止されたり，統合されたりしてきた．
その結果として，かつての町名区分よりも拡大した町名
区分となった． 
・江戸の町割りから始まる帝都復興区画整理以前の町名区
分は，町と町の境界線が谷筋・尾根筋と一致する場合や
町の中央を谷筋・尾根筋が通る場合など，地形構造と調
和しており，特に町人地（室町，日本橋，京橋，銀座，
麹町）における表通りの軸線は，地形構造における尾根
を利用した軸線であるといえる． 
以上の 2 点を本研究の成果とする．ただし，町名区分
は人工的な区分けであり，必ずしも地形構造（谷筋や尾
根筋）という自然的な構造の全てと完全一致するもので
はない．しかし，江戸の土木工事は，その都市計画にお
いて，地形構造を考慮した設計になっていたと考えられ，
それは町人地や武家地の計画においても，微地形につい
て考慮していたといえる．それは，まさにエコロジカル
な都市の原風景であるといえる． 
（２）今後の展望 
町名区分の変遷から解るように，かつての江戸の町割
りが現在まで残されている地区はかなり少ない．そして，
番町周辺など，かつての区分が残る地区であっても，帝
都復興の区画整理よって町名が改称されるなど，かつて
の町名とその区分の両方が残る地区は殆ど存在しない
といえる．つまり，帝都復興の区画整理や住居表示によ
り，明治初期と同名の町であっても，その範囲は以前よ
りも拡大された区分けや異なる地区に移動しており，具
体的にイメージできる拡がりを持つ町としての意義が
薄れてきているように考えられる． 
かつての町割りは，地形構造を捉えた区分であったこ
とだけでなく，さらに同業者（職人）を集めた町でもあ
る．つまり，本来の町単位は，都市に居住する人々のコ
ミュニケーションの単位でもあり，丁目区分の再編成は
その必要性を地図上だけでなく，その実際の町について，
居住する人々とよく検討した上で，変更されるべきであ
るといえる．  
また，東京府により測図された東京全図は，江戸の微
地形を再現するために貴重な地形図である．このような
古地図や旧版地形図をデジタル化し，三次元のモデルを
作成することは，直感的な立体表現により，視覚情報処
理が容易になり，様々な人が都市を理解できるようにす
るために有効な方法であるといえる． 
 
謝辞：この研究の為に貴重な資料を提供して頂いた，千代
田区まちづくり推進部景観・都市計画課の小藤田正夫氏
には大変お世話になった．記して感謝の気持ちを表する． 
Hosei University Repository
  
注 1） 
江戸復元図（東京都教育委員会 平成元年 3 月）は，幕
末（1862「文久 2」年）の江戸の町割りを復元し，更に武
家地・寺社地・町人地等の情報を都市計画図（5,000 分の
1）と重ね合わせた地図である．調査は，東京都心部遺跡
分布調査団（団長滝口宏早稲田大学名誉教授・東京都文化
財保護審議会会長）が昭和 57年度から 62年度までの 6年
間にわたって実施した．編集は，東京都教育庁文化課学芸
員亀田駿一氏である．復元の方法は，下記の段階毎に行わ
れた． 
第一段階：「帝都復興区画整理誌」による関東大震災直
前の敷地割の復元．ただし，帝都復興区画整理を実施して
いない地域に関しては，「内務省実測図」（1887「明治 20」
年）から敷地割を復元している． 
第二段階：「大日本改正東京全図」による市区改正によ
る道路の拡幅・新設・除去等が行われる以前の敷地割の復
元． 
第三段階：「御府内沿革図書」（以下，沿革図書）によ
る幕末の復元．ただし，「沿革図書」の御府内から外れる
地域に関しては，江戸切絵図や東京市史等を参考に作成し
ている． 
 
注 2） 
東京府作成の東京全図（1887「明治 20」年）は，東京府
の作業用に作成され，東京の市街地部分に詳細な等高線を
記入した地図である．明治以後，近代的な測量法で制作さ
れた最初の東京全図で，「東京実測全図」とも呼ばれる。
内務省地理寮のお雇い英国人マクヴィーン（C.A. McVean）
を測量師長として，1872～74（明治 5～7）年の期間に三角
測量が行なわれた為，幕末の江戸の街並を記録したもっと
も詳しい地図といってよい．下町の低地部では 1 尺（約
30.3cm）間隔で記入され，山の手の台地部では，5 尺（約
1m52cm）間隔で記入されている．現在，国土地理院で発行
している一万分の一地形図の等高線は 1ｍ（補助曲線）間
隔であることからも考えられるように，この東京全図は，
大縮尺の都市図類の中では，かなり詳細な地形図である．
また，水深線についても，1 尺間隔で記入されている（平
均干潮面－霊岸島水位標二尺二寸四分）． 
 
注 3） 
東京 3000分の 1地形図は，大正 10年以降の東京の都市
計画用に作成された基図である．現在の各市区町村におい
て利用される 2,500分の 1地形図の前身にあたるものであ
る．作成は，旧内務省所管の都市計画東京地方委員会（1920
「大正 9」年設置），帝都復興院（1923「大正 12年」設置，
のちに内務省復興局に縮小）および東京都都市計画局（都
市整備局）である． 
 
 
 
注 4） 
帝都復興区画整理誌は，1923（大正 12）年の関東大震災
後の復興都市計画事業として実施された土地区画整理に
ついての報告書である．この中には，焼失地域を中心とし
た各地区の区画整理前（1918「大正 7」年頃）の敷地割を
示した区割整理現形図および換地後の新設された街路お
よび拡幅された街路を黒色で示した換地位置決定図があ
る．全三巻であり，東京市と旧内務省それぞれが施行した
地区がある． 
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